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１
日
目
は
、
市
の
危
機
管
理

室
、
上
下
水
道
局
工
務
課
下
水

道
の
両
担
当
者
か
ら
、
当
市
で

想
定
さ
れ
る
地
震
や
水
害
に
対

す
る
、
防
災
・
減
災
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
被
災
時
に
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立

ち
上
げ
た
場
合
を
想
定
。 

炎
天
下
で
、
エ
ア
ー
テ
ン
ト

を
立
ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
付
、
名
札
作
成
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
を
府
社
協
職

員
よ
り
説
明
を
受
け
な
が
ら
の

模
擬
体
験
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立

ち
上
げ
た
場
合
を
想
定
。 

炎
天
下
で
エ
ア
ー
テ
ン
ト
を

立
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
、

名
札
作
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ

ッ
チ
ン
グ
を
府
社
協
職
員
よ
り

説
明
を
受
け
な
が
ら
の
模
擬
体

験
に
な
り
ま
し
た
。 

 

７月28日市立保健福祉センター多目的室で、８月４

日、市立池の里市民交流センターグランドで、災害ボ

ランティアセンタースタッフ養成講座を開きました。 

 

エアーテント内でボランティア受け付けの実体験 

市立池の里市民交流センターグランドで 

「楽しもう、活かそう、つなげよう！」 

活動の輪を広めるボランティア入門講座を下記

のとおり開きます。 

日 時：９月28日（月） 13:30～15:30 

場 所：市立南コミュニティセンター  

多目的室 

主 催：南校区福祉委員会Ｖ部会 

社協Ｖセンター 

対象・定員： 

  南校区内にお住まいの方で、Ｖ活動に 

関心のある人・30人 

お問い合わせ：社協Ｖｾﾝﾀｰ072-838-0400 

 

参
加
者
の
声
□
■
□ 

○
減
災
、
自
助
、
共
助
の
重
要 

性
を
学
び
ま
し
た
。
改
め
て 

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
、 

助
け
合
い
が
大
事
で
あ
る
こ 

と
を
認
識
。 

○
災
害
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を

も
っ
と
自
覚
し
て
、
ふ
だ
ん

の
備
え
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。 

 

○
自
治
会
の
防
災
訓
練
な
ど
に

は
必
ず
参
加
し
よ
う
。 

○
外
水
氾
濫
（
洪
水
）、
内
水
氾

濫
（
下
水
が
溢
れ
る
）
の
違

い
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
災

害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
す
み

や
か
に
行
動
に
移
せ
る
よ
う

に
常
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
大
事
で
あ
る
と
実
感
。 

 

http://www.neyagawa-shakyo.or.jp/
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↑
サ
ン
タ
、
サ
ン
タ
、
サ
ン
タ
・
・
・

子
ど
も
の
笑
顔
を
求
め
て
、
あ
ち
こ
ち

へ
出
か
け
ま
す
。 

→
ボ
ク
ん
ち
に
サ
ン
タ
が
や
っ 

て
来
た
～ 

依 頼 者： 

ジャパンケア萱島 

萱島桜園町21-８ 

活動内容： 

施設入居者（高齢者）の話し

相手、近辺散歩など 

希望日時： 

  月、水～金曜日  

14時～17時の時間帯で週１回 

１時間程度 

 

 

 

結
成
後
３
年
が
経
ち
ま
す

が
、
初
年
度
は
寝
屋
川
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
２
年
目
活
動
範
囲
を

関
西
圏
に
広
げ
て
い
ま
す
。 

 

運
営
ス
タ
ッ
フ
１０
人
で
ク

リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
、
９
月
位

か
ら
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。 

企
業
へ
の
宣
伝
や
活
動
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
月
１
回

程
度
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。 

先
日
は
会
員
の
リ
ピ
ー
タ
ー

に
よ
る
誕
生
会
イ
ベ
ン
ト
で
ピ

エ
ロ
に
扮
し
て
参
加
。
２
月
に
は

鬼
に
扮
し
て
豆
ま
き
イ
ベ
ン

ト
。 

 

鬼
に
扮
し
て
豆
ま
き
イ
ベ
ン
ト
。 

ま
た
、
昨
年
１２
月
訪
問
予
定

だ
っ
た
お
宅
に
不
幸
が
あ
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
子
ど
も
さ
ん

や
祖
父
母
と
の
思
い
出
、
看
病

に
携
わ
っ
た
記
録
を
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
に
し
て
１
月
２４
日
に 

１
か
月
遅
れ
の
ク
リ
ス
マ

ス
を
行
い
、
手
作
り
絵
本

と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。 

世
界
中
で
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に

子
ど
も
達
に
楽
し
く
幸

せ
な
気
持
ち
を
届
け
た

い
と
い
う
思
い
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
世
の
中
に

あ
ふ
れ
る
こ
と
で
ま
わ

り
の
み
ん
な
も
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

（
野
涯
） 

 

寝
屋
川
サ
ン
ハ
イ
ツ
自
治
会

で
は
夏
祭
り
に
子
ど
も
た
ち
に

も
盆
踊
り
に
参
加
し
て
も
ら
お

う
と
７
月
２９
日
、
登
録
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
河
北
民
踊

同
好
会
」
の
み
な
さ
ん
に
来
て

も
ら
っ
て
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
音
頭

や
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
音
頭
な
ど

を
教
わ
り
ま
し
た
。（
写
真
） 

参
加
し
た
子
ど
も
は
「
は
じ

め
は
難
し
か
っ
た
が
踊
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
」「
夏
祭

り
に
は
が
ん
ば
っ
て
踊
り
ま 

す
」
と
。 

夏
祭
り
当
日
は
、
子
ど
も
た
ち

も
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
賑
や

か
に
踊
り
ま
し
た
。 
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月 
活 動 日 

 活  動  先 

  （施設・団体） 
活動分野 活動内容 

人

数 

   対   応 

［ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・校区・団体］ 

6 

 

2・17 たんぽぽ保育所子育て支援センター 乳 幼 児 保  育 6 明和 

3 コスモス保育所 乳 幼 児 保  育 2 西 

7 幸町東老人クラブ 高 齢 者 行事援助 2 ＳＡ北河内百楽の会 

13・20・30 ツクイ寝屋川 高 齢 者 行事援助 7 
歌体操寝屋川グループ 

懐かしい映画・アニメ映画の会 

14 新仁和寺福祉委員会 高 齢 者 行事援助 4 個人・なんぼーず 

15 ラフィン・デイズグレイス寝屋川 高 齢 者 行事援助 6 山村流楠美会 

15 市立友呂岐中学校 児  童 行事援助 4 ほうれんそう 

15 中神田町老人クラブ 高 齢 者 行事援助 6 
こねっと手あそびの会 

なんぼーず 

20 北校区福祉委員会 高 齢 者 行事援助 1 個人 

21 下神田水利組合 一  般 行事援助 6 わくわく音楽隊 

21 楠根南町自治会 高 齢 者 行事援助 10 すみれガールズ 

21 ロイヤルライフ天寿苑 高 齢 者 行事援助 5 神田 

22 市立中木田中学校 児  童 行事援助 4 ほうれんそう 

24 カルデアの家寝屋川 高 齢 者 行事援助 5 美鈴会 

小計 17 14   68  

7 

1 たんぽぽ保育所子育て支援センター 乳 幼 児 保  育 2 明和 

4 ケアハウスいちょう園 高 齢 者 行事援助 4 個人 

6・9 デイサービス寝屋川苑 高 齢 者 行事援助 20 栄光会・ひまわり歌謡会 

6・24 ヒューマンライフケア寝屋川の湯  高 齢 者 行事援助 8 個人・ハーモニカ同好会 

10・31 ツクイ寝屋川 高 齢 者 行事援助 2 懐かしい映画・アニメ映画の会  

11 すばる北斗福祉作業所 障 害 者 行事援助 5 梅が丘 

14 ラフィン・デイズグレイス寝屋川 高 齢 者 行事援助 5 歌体操寝屋川グループ 

19 特養神田の里 高 齢 者 行事援助 3 「夢楽らいぶ」一座 

25 池の里クラブ 一  般 行事援助 3 池田 

29 寝屋川サンハイツ自治会 児  童 行事援助 4 河北民踊同好会 

小計 13 10   56  

6月・7月 集計  活動日数30日   活動件数：24件  ボランティア数：124人 

ボランティア活動調整報告  【当ボランティアセンター取扱い調整分 （施設・団体に限定）】 

 

寝
屋
川
十
字
の
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
、
市
内
在
住
の
大
学
生
、
高
田
菜
摘
さ
ん

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
ま
し
た
。（
８
月
６
日
） 

高
田
さ
ん
は
お
年
寄
り
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
、

話
し
相
手
、
配
膳
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。 

「
今
回
参
加
し
た
の
は
、
祖
父
が
利
用
し
て

い
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知
り
た
か
っ

た
の
と
、
気
軽
に
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

良
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
が
学
べ
て
よ

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

 

チョット緊張しながら？お年寄りにお

茶のサービスをする高田さん 
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大阪市立大学 古川春香 

わたしはいま大学で福祉の勉強をしており、寝

屋川市社会福祉協議会で実習を受けさせてもらっ

ています。わたしは中学生のときから福祉の仕事が

したいと考えていて、いま実習を受けながら夢に一

歩ずつ近づいていることを身をもって感じていま

す。 

 実習は慣れないので大変ですが、地域福祉を実

際に目で見ることができて毎日刺激が多いです。

各地域で行われる福祉活動を見させていただい

て、地域に自然と見守りや声掛けができる環境が

あってすごいと思いました。 

近年、地域関係の希薄化が問題となっているの

で、そのような強いネットワークをもつ地域を見

させていただいたのはとてもいい経験になると思

います。引き続き、実習を通して社協の取り組み

や地域の人々との関わり方など、多くのことを吸

収していこうと思います。 

 実習も限られた短い期間であるし、大学卒業ま

であと 1 年半ですが、もっとたくさん勉強し、経

験を積んで、地域福祉に貢献していきたいと考え

ています。 

 

 
 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
月
・
水
・
金
曜
日
の
午

前
１０

時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
、
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
し

て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

（
月
・
水
・
金
曜
日
以
外
は
社

協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者

が
対
応
し
ま
す
） 

 

８
月
１７
日
～
１９
日
に
寝
屋

川
石
津
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
夏

ま
つ
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
場
に
は
一
円
玉
お
と
し
、

ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
、射
的
な
ど
、

手
作
り
の
ゲ
ー
ム
が
準
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
揃
い
の
は
っ
ぴ

も
お
祭
り
ム
ー
ド
盛
り
上
げ
に

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。 

毎
年
、
当
Ｖ
セ
ン
タ
ー
を
と 

お
し
て
地
域
Ｖ
へ
の
協
力
依
頼 

が
あ
り
、
今
年
も
石
津
校
区
Ｖ

部
会
か
ら
各
日
２
、
３
人
の
部

会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

部
会
員
は
「
昨
年
度
よ
り
の

石
津
校
区
Ｖ
部
会
独
自
の
活
動

開
始
と
同
時
に
い
き
い
き
サ
ロ

ン
も
忙
し
く
な
り
、
以
前
ほ
ど

石
津
園
で
の
活
動
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
夏
ま
つ

り
だ
け
は
関
わ
り
続
け
た
い
と 

思
っ
て
い
ま
す
」「
お
手
伝
い
し

て
い
る
と
い
う
よ
り
、
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
る
感
覚
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

「
あ
、
入
っ
た
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
」
Ｖ
部
会
員
と
職
員

の
声
援
の
中
、
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
楽
し
む
お
年
よ
り 

 

ッ
ト
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の

で
き
る
の
は
楽
し
い
」
と
の
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
関

係
者
は
「
こ
の
よ
う
に
当
セ
ン

タ
ー
の
催
し
を
と
お
し
て
の
活

動
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
そ
の

内
容
や
趣
旨
が
理
解
さ
れ
、
浸

透
し
て
い
く
の
は
有
意
義
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。 

 

 

 

体
験
ブ
ー
ス
に
、
７
月
に
は
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
タ

イ
ル
モ
ザ
イ
ク
体
験
講
座
」
に

も
参
加
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が

予
想
以
上
に
広
が
り
、
認
知
度

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

体
験
者
か
ら
は
「
下
絵
に
合

わ
せ
て
、
好
み
の
タ
イ
ル
を
カ 

「
モ
ザ
イ
ク
・
joy
」
は
市
障

害
福
祉
室
や
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
に
登
録
。
タ
イ
ル
ア
ー
ト
の

製
作
を
と
お
し
、
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
を
目
的
に
活
動

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。 

 

６
月
の
「
に
こ
に
こ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ま
つ
り
」
で
は
展
示
・ 


